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ベトナム戦争とその後 

 

目的：ベトナム戦争は、約 50年近く経つ今でも、多くの人が知っている。そして、南ベト

ナム、北ベトナムによる民族紛争がきっかけと考えられているが、それだけで、20 年近く

も戦争が続くかという疑問を抱き、ベトナム戦争に加担した国々の意図や、その後の戦争に

よる影響を調べてみたいと考えました。 

 

第 1章 ベトナム戦争勃発へ 

  第 1節 第二次世界大戦後のベトナム 

  第 2節 ベトナム分断と開戦へ 

  第 3節 ベトナム戦争の複雑化の要因 

 

第 2章 ベトナム共和国内の動き 

  第 1節 開戦後の民族解放戦線の動き 

  第 2節 開戦後のベトナム共和国米軍の動き 

  第 3節 テト攻勢 

 

第 3章 ベトナム戦争中期から後期 

  第 1節 新たな動き 

  第 2節 パリ和平協定 

  第 3節 サイゴン総攻撃 

 

第 4章 ベトナム戦争終戦とその後のベトナム 

  第 1節 サイゴン陥落へ 

  第 2節 北ベトナムの作戦実行とベトナム戦争終戦 

  第 3節 ベトナム戦争の検証 

  第 4節 終戦後のベトナムの動き 

 

第 5章 新国家誕生と経済状況 

  第 1節 終戦後の新国家 

  第 2節 ベトナムの経済状況 

  第 3節 新たな経済対策 

 

 



第 6章 ＡＳＥＡＮ加盟とアメリカの関係 

  第 1節 ＡＳＥＡＮ加盟 

  第 2節 ベトナムとアメリカの関係改善へ 

  第 3節 現在のベトナムとアメリカの関係 

 

第 7節 結論 

第1節 ベトナム戦争の肯定的な意義 

第2節 ベトナム戦争の否定的な意義 

第3節 考察 

 

結論：ベトナム戦争はアメリカ・ソ連・フランス・モンゴルなど多くの国が介入していて、

アメリカが唯一敗戦した戦争であった。また、アメリカの撒いた枯葉剤等により現代

まで奇形児など影響がでている。だが、少しずつアメリカとベトナムの関係は改善さ

れてきている。 
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